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水害対応の事前準備 避難に向けた事前対策
B1 職員連絡網の整理 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　

B2 住民への情報発信方法の整備・強化 防災無線などの設置を検討する。 ● ● ● ● 　 ▲ ▲ ▲

B3 町内会長への情報伝達方法を確認 ● ▲ ● ▲

B4 要配慮者の支援者への情報伝達方法を確認 ● ● ● ●

B5 市民への情報伝達方法を確認 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

B6 避難に関する情報がわからないときの連絡先の確認 ▲ ● ● ● ●

B7 避難時の移動手段の検討 ● ● ● ● ●

B8 避難経路、ハザードマップの確認 浸水区域や階段を避ける。 60 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

B9 防災用品の準備状況の確認 ● ● ● ● ● ● ●

避難支援に向けた事前準備
B10 避難所の確認（管理者、連絡先の確認） 福祉避難所は避難対策班に連絡する。 ▲ ● ● ● ● ● ●

B11 連絡網・分担表の整備・確認
町内会や自主防災組織では、要配慮者1名に対して支援者3
名を目安とする。

▲ ● ● ▲ ● ●

B12 避難時の戸閉まり・電気・ストーブの確認 ● ●

B13 避難方法の家族への周知 ●

B14 要配慮者名簿の申請・提供（年2回更新） 60 ● ▲ ● ● ● ▲ ● ●

B15 要配慮支援者への連絡網の整備 ▲ ● ● ▲ ● ●

住民の危機意識の醸成
B16 町内会総会での危機意識向上のための情報提供 ● ● ● ●

B17 避難訓練の実施 ● ▲ ▲ ▲ ● ●

B18 水害に対する出前講座の実施 ● ● ● ●

パトロール・水防活動の準備
B19 災害通信の点検・準備 ●

B20 避難所への非常用通信設備の設置 非常用電話の事前設置を行う。 ● ●

B21 防災資機材の点検・準備 ● ●

B22 各道路管理者の防災資材の保有状況を共有 30 ● ● ● ● ●

　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報
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状況）
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事前対応

毎年4月～5月に
チェックすべき
こと

防災資機材の点検・
確保

【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

※無断転載・複製を禁ず
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

■情報発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

■1 気象情報・気象予警報の発信・受信(<警戒レベル1>早期注
意情報含む)

大雨に関する説明会等の内容、全般気象情報、地方気象情報、府
県気象情報、雨量情報、気象予警報の発信・受信を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報受信（PULL
型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：大雨に関する説明会の実施、
　　気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

15 ● ▲ ● ● ● ● ● ●

■判断 関係機関への助言依頼
■2 関係機関への助言依頼

札幌管区気象台及び河川管理者へ今後の見込み等、助言依
頼を行う。

● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

タイムライン立ち上げ・移行の判断
■3 タイムライン立ち上げの適否判断 30 ● ● ●

今後の方針決定
■4 ステージ1以降の対応方針の検討 ● ● ●

■周知 ステージ移行・方針の周知
■5 【情】関係機関へタイムラインの立ち上げ・方針の周知 メールによる周知を行う。 15 ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

情報発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

1-1 気象情報・気象予警報情報の収集(または確認)

全般気象情報、地方気象情報、府県気象情報、雨量情報、
気象予警報の情報収集を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報収集
（PULL型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等への情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1-2 河川水位情報の収集(または確認)

石狩川・空知川・熊穴川の水位について、情報収集を行
う。
●：川の防災情報から情報収集（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：川の防災情報による情報発信

60 ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1-3 パトロール結果の報告・収集

パトロールによる現地状況の報告・収集を行う。
パトロール結果は、統括班に集約する。情報が必要な期間
は、統括班への問い合わせにより情報を収集する。
●：統括班への問い合わせにより情報受信（PULL型）、
　　内部・関連機関への情報伝達
▲：河川管理者によるパトロール実施・報告、住民通報に
よる確認・報告（警察署）、統括班による結果集約

60 ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ● ●

1-4 道路交通情報の発信・受信
国道、道道、市道の交通状況について、情報発信・受信を
行う。

30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ● ● ● ●

1-5 交通機関の運行状況の発信・受信 30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ●

1-6 停電情報の発信・受信 随時 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲

現場情報の発信・受信
1-7 工事状況の確認・注意喚起

河川・道路管理者へ工事の有無や実施内容を確認する。
滝川市は工事を発注している所管が対象となる。

30 ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ●

1-8 重機の配置状況の確認・注意喚起 滝川市は工事を発注している所管が対象となる。 20 ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ●

機関支援の実施 関係機関への応援要請の準備・実施
1-9 関係機関の連絡先の確認

災害対応における連携先と随時連絡が取れる連絡先を確認
しておく。

30 ● ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲

1-10 協力要請の事前連絡
樋門操作等について協力要請する可能性があることを連絡
する。（6丁目蛸の首樋門及び西6丁目排水機場）

120 ● ● ▲ ●

1-11 中空知広域水道企業団へ事前連絡 ● ▲ ▲

1-12 情報収集機器の確認 FAX、携帯電話の動作・使用方法を確認する。 10 ● ▲ ● ● ● ● ●

1-13 通信機器の動作確認
衛星回線、専用無線、パトロール用防災無線の動作・使用
方法を確認する。

5 ● ● ● ● ● ▲ ●

パトロールの準備・実施
1-14 パトロール体制の確認 10 ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1-15 水防及び復旧に関わる資機材の確認 土のう等の備蓄場所・数量を確認する。 120 ● ● ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ●

1-16 災害対応車の準備 車両及び燃料を確認する。 120 ● ● ● ● ● ● ●

1-17 人員配置の準備 30 ● ● ● ● ● ▲ ● ●

施設の防災対応の実施
1-18 仮設設備対策の実施

強風に関する情報が発表された場合、強風による道路への仮設看板等の飛散防止対策を行
う。滝川市は工事を発注している所管が対象となる。NTT・北電・滝川ガスは占用工事場所
の防災準備（注意喚起）を行う。

240 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ▲ ● ▲ ▲

防災体制の移行 災害対策本部の設置の準備・実施
1-19 災害対策本部の物品資材の準備

プロジェクター・PC・電話・ホワイトボード・図面（防災
マップ等）を用意する。

● ▲ ● ●

ステージ1の目標

準備

-96H～
-72H

社会インフラ情報の発信・受信

水防活動・インフラ対
応の準備

通信設備・機器の確認

水防活動の準備・実施

大雨に関する説
明会の実施、ま
たは、
前線及び台風の
大雨により滝川
市で水害が発生
する可能性があ
る

■タイムライン立
ち上げ判断

-96H～
-72H

※無断転載・複製を禁ず
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

■情報発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

■6 気象情報・気象予警報の発信・受信(<警戒レベル2>注意報
(※大雨または洪水)を含む)

全般気象情報、地方気象情報、府県気象情報、雨量情報、
気象予警報の発信・受信を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報受信
（PULL型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

随時 ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■7 河川水位情報の発信・受信

石狩川・空知川の水位・ダム流量、熊穴川の水位について
情報の発信・受信を行う。
●：川の防災情報から情報収集（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：川の防災情報による情報発信

30 ● ● ● ▲ ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

■判断 関係機関への助言依頼
■8 関係機関への助言依頼

札幌管区気象台及び河川管理者へ今後の見込み等、助言依
頼を行う。

● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

タイムライン立ち上げ・移行の判断
■9 タイムラインステージ2移行の適否判断 随時 ● ● ●

今後の方針決定
■10 ステージ2以降の対応方針の検討 ● ● ●

■周知 ステージ移行・方針の周知
■11 【情】関係機関へタイムラインステージ2移行・方針の周

知
メールによる周知を行う。 ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

情報の発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

2-1 気象情報・気象予警報情報の発信・受信(〈警戒レベル3相
当〉洪水警報を含む）

全般気象情報、地方気象情報、府県気象情報、雨量情報、
気象予警報の発信・受信を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報受信
（PULL型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2-2 河川水位情報の収集(または確認)

石狩川・空知川の水位・ダム流量、熊穴川の水位について
情報の発信・受信を行う。
●：川の防災情報から情報収集（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：【石狩川・空知川】川の防災情報による情報発信
　　【熊穴川】道区間は川の防災情報、市区間は農務班よ
り直接配信

30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2-3 排水機場の運転状況の発信・受信

排水機場における水位について情報の発信・受信を行う。
●：市町村向け川の防災情報から情報受信（PULL型）、内
部・関連機関への情報伝達
▲：市町村向け川の防災情報による情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ▲

2-4 パトロール結果の報告・収集

パトロールによる現地状況の報告・収集を行う。
パトロール結果は、災害対策本部に集約する。情報が必要
な期間は、災害対策本部への問い合わせにより情報を収集
する。
●：災害対策本部への問い合わせにより情報受信（PULL
型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：河川管理者によるパトロール実施・報告、住民通報に
よる確認・報告（警察署）、災害対策本部による結果集約

90 ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ●

2-5 通報情報の発信・受信
住民等からの通報による、道路冠水状況や被害情報、支
援・救助要請等の情報を発信・受信する。

60 ▲ ▲ ● ● ▲ ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲

2-6 道路交通情報の発信・受信
国道、道道、市道の交通状況について情報の発信・受信を
行う。

60 ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ▲ ▲ ● ●

2-7 交通機関の運行状況の発信・受信 30 ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ▲ ▲ ●

2-8 停電情報の発信・受信 ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲

2-9 下水道の雨水幹線状況の発信・受信

下水道の雨水幹線状況について情報の発信・受信を行う。
▲：滝川市 土木班から企画班へ情報発信、滝川市企画班
がHPに情報掲載、内部機関に情報発信
●：滝川市内部機関は企画班より情報受信、
　　滝川市外部機関は滝川市HPより情報受信（PULL型）、
　　内部・関連機関への情報伝達

30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

防災体制の移行 災害対策本部の設置の準備・実施
2-10 【情】第1非常配備の指示 ◎ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

2-11 【情】第2非常配備の指示 ◎ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

2-12 災害対策本部の設置の検討 ●

2-13 災害対策本部会議の招集 ▲

2-14 災害対策本部会議の開催 ●

2-15 【情】本部設置の周知 メールによる周知を行う。 ◎ △ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ ○ △ △ △ △

2-16 防災体制移行の検討
開発局は注意体制、滝川ガス・土地改良区は警戒体制、Ｊ
Ｒは警備体制への移行、警察・NTT東は連絡室の設置、自
衛隊は情報所の開設を検討・実施する。

30 ● ● ● ● ● ●

2-17 防災体制移行の実施 30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2-18 滝川市との連絡体制確立 120 ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2-19 職員へ自宅待機の連絡 30 ● ● ● ●

機関支援の実施
2-20 リエゾン派遣の要請 18 ● ▲ ▲ ▲ ▲

2-21 リエゾンの人選・派遣 60 ▲ ▲ ● ▲ ●

2-22 防災対応の協力要請
滝川市と協定を結んでいる建設会社へ要請を行う。建設協会への要請について
は、第1報は総括班から行い、それ以降は支援を受ける班から建設業者に直接
連絡する。他の協定についても同様。

5 ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ▲

2-23 中空知広域水道企業団へ給水の依頼 ● ▲ ●

2-24 人員の確保
工事・関連会社を含む人員の確保を行う。（各自機関のた
めの）

60 ● ● ● ● ● ● ●

関係機関の防災体制の構築（滝川市以
外）

関係機関への応援要請の準備・実施

大雨警報の発
表（※発表時
期を見越した
判断）
または、
累加雨量100mm
以上

■ステージ2への
移行判断

-72H～
-24H

ステージ2の目標

避難（内水）

-72H～
-24H

社会インフラ情報の発信・受信

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

ステージ2
-72H～
-24H

水防活動・インフラ対
応の準備・実施

通信設備・機器の確認
2-25 災害対策拠点での通信手段確保の要請 外水氾濫に備えて、本部移行に向けた準備を行う。 ● ▲

パトロールの準備・実施
2-26 パトロールによる現地状況の確認

時間雨量20mm以上もしくは累加雨量100mmを観測した場
合、R12が冠水した場合、パトロールを実施する。

120 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ●

2-27 樋門・排水機場操作員の確認 60 ● ● ▲ ▲ ● ▲ ● ●

2-28 【情】各班の必要資機材等の用意・点検・出動準備の指示 ◎ ○ △ △

2-29 災害協定業者への待機の指示 30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ●

2-30 照明車、ポンプ車の確認 照明車、ポンプ車の配備箇所の確認を行う。 30 ▲ ● ●

2-31 車両使用状況の把握・配車計画 ●

2-32 人員の配置・物資の準備 ● ▲ ▲ ▲

2-33 【情】許可工作物の注意喚起 電話により、許可工作物の注意喚起を行う。
外水も対象とし、河川敷に設置している工作物を所管する班から連絡する。

60 ○ ○ △ ○ ◎

2-34 自家発電用燃料の準備 5 ●

2-35 浄水薬品の準備 浄水薬品を準備する旨を業者へ連絡する。 10 ●

2-36 緊急排水の要請 ●

2-37 緊急排水の実施
外水位の状況により、緊急排水を実施する。状況に応じ、
ステージ3以降で実施する可能性あり。

60 ● ● ● ▲ ● ▲ ● ●

2-38 水防活動の実施 60 ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲

2-39 職員・団員の活動状況の報告 30 ● ● ● ● ●

鉄道運休の準備・実施
2-40 運行計画の決定 運休の見込み等、今後の運行計画を判断する。 即時 ●

2-41 警戒規制の実施 雨量基準に基づき、徐行・運休等の警戒規制を実施する。 即時 ●

2-42 業者への道路通行止めの準備の指示
累加雨量100mmを観測した場合や現地状況、江部乙地区の内水は
ん濫の発生状況に応じて、通行止めの準備を指示する。

120 ● ● ●

2-43 アンダーパスの通行止め(内水)の準備
累加雨量100mmを観測した場合や現地状況に応じて、R451
等のアンダーパスの通行止めを準備する。

● ●

2-44 早期通行止め(内水)の実施
累加雨量100mmを観測した場合や現地状況に応じて、R12、
R38、R451の通行止めを実施する。

60 ▲ ▲ ● ▲ ● ● ▲

2-45 速度規制の実施 ●

2-46 業者への通行止めの指示
国道では人員配置、道道ではバリケード設置、市道では〇
〇を指示する。

60 ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ●

2-47 現場の人員配置の実施 30 ● ▲ ● ▲ ● ● ●

2-48 通行止めの実施
累加雨量100mmを観測した場合や現地状況に応じて、通行
止めを実施する。

60 ● ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ● ▲ ●

2-49 警戒区域の設定 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ▲

2-50 通行止めの現場管理の要請 20 ● ▲ ● ● ● ▲ ●

2-51 通行止め中のパトロールの実施 随時 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ●

2-52 迂回路の設定
R231,R12,R275の都市間における迂回路を検討・決定す
る。

60 ● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ●

2-53 案内板の設置
現地の情報板や案内板を用いて、交通規制について周知す
る。

60 ● ▲ ● ▲ ▲ ● ● ● ●

2-54 道路管理情報システムの作動開始を指示 60 ● ●

2-55 緊急輸送路の確保 30 ● ● ● ●

2-56 【情】通行止め・迂回路の周知 通行止めの状況や迂回路について、関係機関へ周知する。 30 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ △ ◎ ○ △ △ △ △

2-57 【情】交通管理者間での情報共有 120 △ ◎ △ △ ○ △ ○ △

2-58 【情】関係者へのI-FAXによる周知
I-FAXにより、自治体、警察、消防、バス会社、物流業
者、コンビニ等へ道路の通行止め状況を周知する。

30 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ △ △ △ △

2-59 【情】HP、Twitterを利用した交通規制の周知 10 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ ◎

2-60 【情】ハイウェイラジオによる周知 5 △ ◎

2-61 【情】一般車両への避難の周知 通行止め区間の範囲を対象とする。 60 △ △ △ ○ △ ◎ △ △ ◎ △ ◎ ○ △

施設の防災対策の実施
2-62 バスの浸水防止対策 ● ●

水防活動の準備・実施

道路通行止めの準備・実施

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）
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ジ

時間の
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

ステージ2 -72H～
-24H

避難の実施 自主的な避難の実施
2-63 自主的避難の決定・指示 大雨警報の発表にともない、広報活動の要請を行う。 ● ▲ ▲

2-64 住民への自主避難所開設の周知 ● ▲

2-65 住民の自主的な避難(内水)の実施 ▲ ▲ ● ● ● ●

2-66 【情】自主的な避難(内水)の報告

住民の一般住宅など、住民が自主的に避難した（集まっ
た）ことの報告を行う。
◎機関が災害対策本部に情報を伝達し、災害対策本部が内
部・関連機関に周知を実施する。

○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ ◎

福祉避難所の開設
2-67 福祉避難所(内水)の開設の要請

避難準備・高齢者等避難開始の発表に先立ち、内水はん濫発生が
想定される区域における福祉避難所の開設を要請する。

20 ● ● ▲ ▲ ▲

2-68 NTTへの非常用通信設備の運用の要請 非常用電話の開通を要請する。（未整備） ● ▲ ▲

2-69 福祉避難所(内水)の開設
内水はん濫発生が想定される区域を対象とした福祉避難所
を開設する。

● ▲

2-70 【情】福祉避難所(内水)の開設の報告 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

2-71 【情】福祉避難所(内水)の開設の周知
エリアメール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツ
イッター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車によ
る周知を行う。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ △

2-72 救護・医療活動の活動準備
福祉避難所の開設の要請にともない、救護・医療活動の準
備を行う。

● ●

2-73 救護・医療活動の実施 随時 ● ● ▲

指定避難所の開設
2-74 指定避難所(内水)の開設の要請

避難準備・高齢者等避難開始の発表に先立ち、内水はん濫発生が
想定される区域における指定避難所の開設を要請する。

20 ▲ ● ●

2-75 NTTへの非常用通信設備の運用の要請 非常用電話の開通を要請する。 ● ▲

2-76 指定避難所(内水)への職員の配置
指定避難所の開設の要請にともない、開設する指定避難所
へ滝川市職員を配置する。

60 ● ▲ ● ● ●

2-77 指定避難所(内水)の開設
内水はん濫発生が想定される区域を対象とした指定避難所
を開設する。

● ▲ ●

2-78 【情】指定避難所(内水)の開設の報告 40 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △

2-79 【情】指定避難所(内水)の開設の周知
エリアメール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツ
イッター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車によ
る周知を行う。

40 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △

2-80 避難所への物資運搬
指定避難所の開設の要請にともない、開設する指定避難所
へ必要な物資を運搬する。

▲ ● ▲ ▲

2-81 避難準備・高齢者等避難開始(内水)発令の方針検討 ● ▲ ▲

2-82 避難準備・高齢者等避難開始(内水)発令の決定 ● ▲ ▲

2-83 【情】<警戒レベル3>避難準備・高齢者等避難開始(内水)
発令

災害対策本部の判断から、避難準備・高齢者等避難開始の
発表の旨を関係機関へ電話にて周知する。住民にはエリア
メール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツイッ
ター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車にて周知
する。

5 ◎ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △

2-84 【情】<警戒レベル4>避難勧告(内水)の発令

災害対策本部の判断から、避難勧告情報の発表の旨を関係
機関へ電話にて周知する。住民にはエリアメール、エフエ
ムなかそらち、市公式HP、防災ツイッター、市公式
Facebook、テレビテロップ、広報車にて周知する。

◎ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △

2-85 【情】避難情報の周知
避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告の発表をうけ、HP
等により周知を行う。

5 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

2-86 ＦＭなかそらちへの避難広報を要請
避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告の発表をうけ、そ
の広報を依頼する。

10 ● ▲ ▲

2-87 報道機関への避難情報の提供
避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告の発表をうけ、報
道機関へ情報提供を行う。

●

2-88 住民組織に広報活動の要請
避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告の発表をうけ、そ
の広報活動を要請する。

20 ● ▲ ▲ ▲

2-89 要配慮者への避難情報の連絡
避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告の発表をうけ、滝川市か
ら町内会長へ連絡し、町内会長は各班長へ連絡する。 ▲ ● ● ● ▲

2-90 要配慮者家族への連絡
上記の滝川市からの連絡をうけ、要配慮者の家族へ避難開
始と避難所について連絡を行う。

● ● ●

2-91 要配慮者の支援者への連絡
要配慮者の家族が不在の場合、避難支援者へ避難開始と避
難所について連絡を行う。

30 ● ● ● ● ●

2-92 要配慮者関連施設への連絡 入院・医療機関へ避難の適否について連絡する。 60 ● ● ●

2-93 支援者の調整
福祉課と民生委員と連絡を取り合い、避難支援者の調整を
行う。

30 ● ▲ ● ● ● ● ●

2-94 避難車両の調整
福祉課と民生委員と連絡を取り合い、避難支援状況（自家
用車・避難者数など）を踏まえ、避難車両の調整を行う。

30 ▲ ● ● ▲ ●

2-95 要配慮者の避難支援の実施 消防：要請が市などからあれば対応 60 ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ● ▲

2-96 入院患者の避難 60 ● ● ●

2-97 避難所での避難者の確認
要援護者の名簿と避難所の避難者を照らし合わせ、避難が
完了したか確認する。

120 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲

2-98 安否の確認 避難対策班からの要請あれば対応 120 ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲

住民に対する避難情報の発令

要配慮者・住民の避難支援の実施

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報
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状況）

タイムライン
防災対応ステー
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

■情報の発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

■12 気象情報・気象予警報の発信・受信

全般気象情報、地方気象情報、府県気象情報、雨量情報、
気象予警報の発信・受信を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報受信
（PULL型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■13 河川水位情報の発信・受信(<警戒レベル2相当>氾濫注意情
報を含む)

３時間後予測の水位、上流水位観測所の実況水位を確認
し、石狩川・空知川、ダム流量について情報収集を行う。
●：川の防災情報から情報収集（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：川の防災情報による情報発信

30 ● ● ● ▲ ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

■判断 関係機関への助言依頼
■14 ホットラインの実施

ホットラインにより、降雨、気象、警報や注意報発令の見
込みについて確認を行う。

5 ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲

■15 関係機関への助言依頼
札幌管区気象台及び河川管理者へ今後の見込み等、助言依
頼を行う。

● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

タイムライン立ち上げ・移行の判断
■16 タイムラインステージ3移行の適否判断 随時 ● ● ●

今後の方針決定
■17 ステージ3以降の対応方針の検討 ● ● ●

■周知 ステージ移行・方針の周知
■18 【情】関係機関へタイムラインステージ3移行・方針の周

知
メールによる周知を行う。 15 ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

情報の発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

3-1

【情】大雨特別警報の発表
大雨特別警報の発信・受信を行う。
◎：大雨特別警報の発令
○：大雨特別警報の受信（PUSH型）、内部・関連機関への
情報伝達
△：内部・関連機関から情報受信（一部町内会は町内への
伝達を実施する）

○ ○ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ◎ ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △ △ △

3-1 気象情報・気象予警報情報の収集(または確認)

全般気象情報、地方気象情報、府県気象情報、雨量情報、
気象予警報の発信・受信を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報収集
（PULL型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3-2 河川水位情報の収集(または確認)

３時間後予測の水位、上流水位観測所の実況水位を確認
し、石狩川・空知川・熊穴川の水位、ダム流量について情
報収集を行う。
●：川の防災情報から情報収集（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：【石狩川・空知川】川の防災情報による情報発信
　　【熊穴川】道区間は川の防災情報、市管理の排水機場
の水位は農務班より直接配信

30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3-3 排水機場の運転状況の発信・受信

排水機場における水位について情報の発信・受信を行う。
●：市町村向け川の防災情報から情報受信（PULL型）、内
部・関連機関への情報伝達
▲：市町村向け川の防災情報による情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ●

3-4 パトロール情報の発信・受信

パトロールによる現地状況の報告・収集を行う。
パトロール結果は、災害対策本部に集約する。情報が必要
な期間は、災害対策本部への問い合わせにより情報を収集
する。
●：災害対策本部への問い合わせにより情報受信（PULL
型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：河川管理者によるパトロール実施・報告、住民通報に
よる確認・報告（警察署）、災害対策本部による結果集約

90 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ●

3-5 通報情報の発信・受信
住民等からの通報による、道路冠水状況や被害情報、支
援・救助要請等の情報を発信・受信する。

30 ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ● ● ●

社会インフラ情報の発信・受信
3-6 道路交通情報の発信・受信

国道、道道、市道の交通状況について情報の発信・受信を
行う。

30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ▲ ▲ ▲ ●

3-7 交通機関の運行状況の発信・受信 30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ●

3-8 停電情報の発信・受信 30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲

3-9 下水道の雨水幹線状況の発信・受信

下水道の雨水幹線状況について情報の発信・受信を行う。
▲：滝川市 土木班から企画班へ情報発信、滝川市企画班
がHPに情報掲載、内部機関に情報発信
●：滝川市内部機関は企画班より情報受信、
　　滝川市外部機関は滝川市HPより情報受信（PULL型）、
　　内部・関連機関への情報伝達

30 ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ●

防災体制の移行 災害対策本部の設置の準備・実施
3-10 【情】第2非常配備の指示 ◎ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

3-11 【情】第3非常配備の指示 ◎ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

3-12 災害対策本部の設置の検討 ●

3-13 災害対策本部会議の招集 ▲

3-14 災害対策本部会議の開催 ●

3-15 【情】本部設置の周知 メールによる周知を行う。 ◎ △ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ ○ △ △ △ △

3-16 現地対策本部設置要否の検討

関係機関の防災体制の構築
3-17 防災体制の移行の実施

開発局は注意体制、警察は対策本部（一部招集）、道路管
理者は状況に応じて警戒体制への移行を検討・実施する。

30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3-18 職員への連絡・招集指示 60 ● ● ●

機関支援の実施 関係機関への応援要請の準備・実施
3-19 TEC-FORCEの事前調整

札建本部から本局へ、TEC-FORCEの派遣の事前調整を行
う。

10 ▲ ● ●

3-20 応援関係機関との連絡調整 ●

3-21 中空知広域水道企業団へ給水の依頼 ● ▲ ●

水防団待機水
位の超過

■ステージ3への
移行判断

-24H～
-12H

ステージ3の目標

早期避難（外水）

-24H～
-12H

実際の雨の降り方によって発表タイミングが異な

り、河川水位とも連動しないことから、タイムライ

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）

タイムライン
防災対応ステー

ジ

時間の
目安

主な対応 行動項目 No

教育援護部 滝

川

地

区

広

域

消

防

事

務

組

合

行動細目 備考

所
要
時
間
（

分
）

滝川市 滝川広
域消防

札
幌
管
区
気
象
台

災
害
対
策
本
部

統括部 派遣部 施設部
民
生
委
員
児
童
委
員

日
本
赤
十
字
社

F
M
な
か
そ
ら
ち

N
T
T
東
日
本

J
R
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E
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東
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札幌開発建設部 空知総合振興局
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班

)
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)
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課
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自
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内
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長
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会
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ス
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ガ
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

ステージ3
水防活動・インフラ対
応の準備・実施

パトロールの準備・実施
3-22 パトロールによる現地状況の確認 河川や道路状況を把握するためパトロールを実施する。 120 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ●

3-23 水防活動の実施 ● ▲ ▲ ▲ ▲

3-24 消防団に待機の指示
水防警報（待機）の発表にともなう、消防団の待機を指示
する。

60 ● ▲ ▲

鉄道運休の準備・実施
3-25 運行計画の決定 運休の見込み等、今後の運行計画を判断する。 即時 ●

3-26 警戒規制の実施 雨量基準に基づき、徐行・運休等の警戒規制を実施する。 即時 ●

道路通行止めの準備・実施
3-27 アンダーパスの通行止め(内水)の実施

現地状況に応じて、R451等のアンダーパスの通行止めを実
施する。

● ●

3-28 早期通行止め(内水)の実施
現地状況に応じて、R12、R38、R451の通行止めを実施す
る。

60 ▲ ▲ ● ▲ ● ▲

3-29 速度規制の実施 ●

3-30 業者への通行止めの指示
業者へ通行止めの実施を指示する。
（国道は人員配置、道道はバリケード設置を指示）

60 ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ●

3-31 現場の人員配置の実施 30 ● ▲ ● ▲ ● ● ●

3-32 通行止めの実施 60 ● ▲ ● ▲ ▲ ● ● ▲ ●

3-33 警戒区域の設定 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

3-34 通行止めの現場管理の要請 20 ● ▲ ● ● ● ▲ ●

3-35 通行止め中のパトロールの実施 随時 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ●

3-36 迂回路の設定
R231,R12,R275の都市間における迂回路を検討・決定す
る。

60 ● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ●

3-37 案内板の設置
現地の情報板や案内板を用いて、交通規制について周知す
る。

60 ● ▲ ● ▲ ▲ ● ● ● ●

3-38 道路管理情報システムの作動開始を指示 60 ● ●

3-39 緊急輸送路の確保 30 ● ● ● ●

3-40 【情】通行止め・迂回路の周知 30 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ △ ◎ ○ △ △ △ △

3-41 【情】各交通管理者間での情報共有 120 △ ◎ △ △ ◎ △ ○ ○

3-42 【情】関係者へのI-FAXによる周知
I-FAXにより、自治体、警察、消防、バス会社、物流業
者、コンビニ等へ道路の通行止め状況を周知する。

30 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ ◎ △ △ △ △

3-43 【情】HP、Twitterを利用した交通規制の周知 10 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ ◎

3-44 【情】ハイウェイラジオによる情報提供 5 △ ◎

3-45 【情】一般車両への避難の周知 60 △ △ △ △ ○ △ ◎ ◎ △ ◎ ○ △

施設の防災対策の実施
3-46 浸水防止活動の実施

市役所庁舎の南北玄関、東玄関、地下駐車場入口への土の
うの準備を行う。

120 ● ● ▲

3-47 所管する公用車両の移動 30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3-48 バスの浸水防止対策 ● ●

水防活動の準備・実施

-24H～
-12H

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

避難の実施
3-49 福祉避難所(外水)の開設の要請 住民からの要望をうけ、福祉避難所の開設を要請する。 10 ● ● ▲ ▲ ▲

3-50 NTTへの非常用通信設備の運用の要請 非常用電話の開通を要請する。 ● ▲ ▲

3-51 福祉避難所(外水)の開設 ● ▲

3-52 【情】福祉避難所(外水)の開設の報告 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

3-53 【情】福祉避難所(外水)の開設の周知
エリアメール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツ
イッター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車によ
る周知を行う。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △

3-54 救護班の活動準備
福祉避難所の開設の要請にともない、救護班の活動準備を
行う。

● ●

3-55 救護・医療活動の実施
福祉避難所開設の要請を受けて、状況に応じて、救護・医
療活動を実施する。

随時 ● ● ▲

3-56 指定避難所(外水、１～２箇所)の開設の要請 住民からの要望をうけ、指定避難所の開設を要請する。 60 ▲ ●

3-57 指定避難所(学校以外の施設)の開設の要請 住民からの要望をうけ、指定避難所の開設を要請する。 20 ▲ ●

3-58 NTTへの非常用通信設備の運用の要請 非常用電話の開通を要請する。 ● ● ● ▲

3-59 指定避難所(外水)への職員の配置
指定避難所の開設の要請にともない、開設する指定避難所
へ滝川市職員を配置する。

60 ● ● ● ● ▲

3-60 指定避難所(外水)の開設 ●

3-61 【情】指定避難所(外水)の開設の報告 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △

3-62 【情】指定避難所(外水)の開設の周知
エリアメール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツ
イッター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車によ
る周知を行う。

60 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ △

3-63 避難所内への物資運搬
指定避難所の開設の要請にともない、開設する指定避難所
へ必要な物資を運搬する。

120 ▲ ● ●

3-64 要配慮者関連施設への連絡 入院・医療機関へ避難の適否について連絡する。 60 ● ● ●

3-65 支援者の調整
福祉課と民生委員と連絡を取り合い、避難支援者の調整を
行う。

30 ● ▲ ● ● ● ● ●

3-66 避難車両の調整
福祉課と民生委員と連絡を取り合い、避難支援状況（自家
用車・避難者数など）を踏まえ、避難車両の調整を行う。

30 ▲ ● ● ● ● ● ▲

3-67 要配慮者の避難支援の実施 60 ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲

3-68 入院患者の避難 60 ● ● ●

3-69 避難所での避難者の確認
要援護者の名簿と避難所の避難者を照らし合わせ、避難が
完了したか確認する。

120 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲

3-70 安否の確認 120 ▲ ● ● ▲ ▲ ▲

3-71 住民の自主的な避難(外水)の実施
住民が今後の降雨の見通し等を踏まえ判断し、自主的に避
難を行う。

240 ▲ △ ▲ ● ● ● ●

3-72 避難所での避難者の確認 避難所で避難者名簿にもとに避難状況を確認する。 120 ▲ ● ● ▲

3-73 安否の確認 300 ▲ ● ● ▲ ▲ ▲

3-74 避難状況の報告 60 ● ●

自主的な避難の実施

ステージ3 -24H～
-12H

福祉避難所の開設

指定避難所の開設

要配慮者・住民の避難支援の実施

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）

タイムライン
防災対応ステー

ジ

時間の
目安

主な対応 行動項目 No
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

■情報発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

■19 気象情報・気象予警報の発信・受信

雨量情報、気象予警報の情報収集を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報収集
（PULL型）、内部・関連機関・住民への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■20 河川水位情報の発信・受信(<警戒レベル3相当>氾濫警戒情
報を含む)

３時間後予測の水位、上流水位観測所の実況水位を確認
し、石狩川・空知川の水位、ダム流量について情報収集を
行う。
●：川の防災情報から情報収集（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：川の防災情報による情報発信

● ● ● ▲ ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

■判断 関係機関への助言依頼
■21 ホットラインの実施

ホットラインによる降雨、気象、警報や注意報発令の見込
みについて確認を行う。

● ● ● ▲ ● ● ● ▲

■22 関係機関への助言依頼
札幌管区気象台及び河川管理者へ今後の見込み等、助言依
頼を行う。

● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

タイムライン移行立ち上げ・移行の判
断 ■23 タイムラインステージ4移行の適否判断 随時 ● ● ●

今後の方針決定
■24 ステージ4以降の対応方針の検討 ● ● ●

■周知 ステージ移行・方針の周知

■25 【情】関係機関へタイムラインステージ4移行・方針の周
知

メールによる周知を行う。 10 ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

情報発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

4-1 気象情報・気象予警報情報の収集(または確認)

雨量情報、気象予警報の情報収集を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報収集
（PULL型）、内部・関連機関・住民への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4-2 河川水位情報の収集(または確認)

３時間後予測の水位、上流水位観測所の実況水位を確認
し、石狩川・空知川・熊穴川の水位、ダム流量について情
報収集を行う。
●：川の防災情報から情報収集（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：【石狩川・空知川】川の防災情報による情報発信
　　【熊穴川】道区間は川の防災情報、市区間は農務班よ
り直接配信

30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4-3 排水機場の運転状況の発信・受信

排水機場における水位について情報の発信・受信を行う。
●：市町村向け川の防災情報から情報受信（PULL型）、内
部・関連機関への情報伝達
▲：市町村向け川の防災情報による情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ●

4-4 パトロール情報の発信・受信

パトロールによる現地状況の報告・収集を行う。
パトロール結果は、災害対策本部に集約する。情報が必要
な期間は、災害対策本部への問い合わせにより情報を収集
する。
●：災害対策本部への問い合わせにより情報受信（PULL
型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：河川管理者によるパトロール実施・報告、住民通報に
よる確認・報告（警察署）、災害対策本部による結果集約

30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ●

4-5 通報情報の発信・受信
住民等からの通報による、道路冠水状況や被害情報、支
援・救助要請等の情報を発信・受信する。

60 ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ●

社会インフラ情報の発信・受信
4-6 道路交通情報の発信・受信

国道、道道、市道の交通状況について情報の発信・受信を
行う。

30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ●

4-7 交通機関の運行状況の発信・受信 30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●

4-8 停電情報の発信・受信 30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ●

4-9 下水道の雨水幹線状況の発信・受信

下水道の雨水幹線状況について情報の発信・受信を行う。
▲：滝川市 土木班から企画班へ情報発信、滝川市企画班
がHPに情報掲載、内部機関に情報発信
●：滝川市内部機関は企画班より情報受信、
　　滝川市外部機関は滝川市HPより情報受信（PULL型）、
　　内部・関連機関への情報伝達

30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

防災体制の移行 災害対策本部の移設の準備・実施
4-10 災害対策本部移設の検討 ●

4-11 災害対策本部移設の準備 ● ● ▲ ▲ ▲ ▲

関係機関の防災体制の構築
4-12 警戒体制への移行

はん濫注意水位の到達にともない、開発局は警戒体制への
移行を実施する。

5 ● ● ● ● ●

機関支援の実施 関係機関への応援要請の準備・実施
4-13 自衛隊派遣の要請 10 ● ● ▲ ● ▲

4-14 自衛隊の派遣・受入れ
災害対策本部への自衛隊連絡班の派遣を受け入れ、被害状
況等の共有を図る。

180 ▲ ▲ ▲ ●

4-15 防災対応の協力の要請 30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ▲

4-16 中空知広域水道企業団へ給水の依頼 ● ▲ ●

4-17 災害対策機器普及作業員の派遣 180 ● ● ●

3時間水位予測
で避難判断水
位の超過

■ステージ4への
移行判断

-12H～
-6H

ステージ4の目標

避難（外水）

-12H～
-6H

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

ステージ4
水防活動・インフラ対
応の準備・実施

パトロールの準備・実施
4-18 パトロールによる現地状況の確認 河川や道路状況を把握するためパトロールを実施する。 120 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ●

水防活動の準備・実施
4-19 ポンプの発電機の準備 60 ● ● ● ● ●

4-20 人員の配置・物資の準備 120 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ●

4-21 排水ポンプ車の調整 30 ● ● ● ●

4-22 水防活動の実施 120 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲

4-23 アンダーパスの通行止め(内水)の実施
現地状況に応じて、R451等のアンダーパスの通行止めを実
施する。

▲ ▲ ● ●

4-24 早期通行止め(内水)の実施
現地状況に応じて、R12、R38、R451の通行止めを実施す
る。

60 ● ▲ ● ▲

4-25 速度規制の実施 ▲ ●

4-26 業者への通行止めの指示
業者へ通行止めの実施を指示する。
（国道は人員配置、道道はバリケード設置を指示）

60 ● ▲ ● ▲ ▲ ● ●

4-27 現場の人員配置の実施 30 ● ▲ ● ▲ ● ● ●

4-28 通行止めの実施 60 ● ● ▲ ▲ ● ● ▲ ●

4-29 警戒区域の設定 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

4-30 通行止めの現場管理の要請 20 ● ▲ ● ● ● ▲ ●

4-31 通行止め中のパトロールの実施 随時 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ●

4-32 迂回路の設定
R231,R12,R275の都市間における迂回路を検討・決定す
る。

60 ● ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ●

4-33 案内板の設置
現地の情報板や案内板を用いて、交通規制について周知す
る。

60 ● ▲ ▲ ● ● ● ●

4-34 道路管理情報システムの作動開始を指示 60 ● ●

4-35 緊急輸送路の確保 30 ● ● ● ●

4-36 【情】通行止め・迂回路の周知 30 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ◎ △ △ ◎ △ ◎ ○ △ △ △ △

4-37 【情】交通管理者間での情報共有 120 △ ◎ △ △ ◎ △ ○ ○

4-38 【情】関係者へのI-FAXによる周知
I-FAXにより、自治体、警察、消防、バス会社、物流業
者、コンビニ等へ道路の通行止め状況を周知する。

30 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ △ △ △ △

4-39 【情】HP、Twitterを利用した交通規制の周知 10 △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ ◎

4-40 【情】ハイウェイラジオによる情報提供 5 △ △ ◎

4-41 【情】一般車両への避難の周知 60 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ ◎ ○ △

4-42 早期通行止め(外水)の実施
必要に応じ、アンダーパス等の水没危険箇所の通行止めを
実施する。

▲ ▲ ▲ ●

-12H～
-6H

道路通行止めの準備・実施

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）
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防災対応ステー

ジ

時間の
目安

主な対応 行動項目 No
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

ステージ4
避難の実施 福祉避難所の開設

4-43 福祉避難所(外水)の開設の要請
避難準備・高齢者等避難開始の発表に先立ち、福祉避難所
の開設を要請する。

10 ● ● ▲ ▲ ▲

4-44 NTTへの非常用通信設備の運用の要請 非常用電話の開通を要請する。 ● ▲ ▲

4-45 福祉避難所(外水)の開設 ● ▲ ▲

4-46 【情】福祉避難所(外水)の開設の報告 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

4-47 【情】福祉避難所(外水)の開設の周知
エリアメール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツ
イッター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車によ
る周知を行う。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △

4-48 救護班の活動準備
福祉避難所の開設の要請にともない、救護班の活動準備を
行う。

● ●

4-49 救護・医療活動の実施
福祉避難所開設の要請を受けて、状況に応じて、救護・医
療活動を実施する。

随時 ● ● ▲

指定避難所の開設
4-50 指定避難所(外水)の開設の要請

避難準備・高齢者等避難開始の発表に先立ち、指定避難所
の開設を要請する。

60 ▲ ●

4-51 NTTへの非常用通信設備の運用の要請 非常用電話の開通を要請する。 ● ▲

4-52 指定避難所(外水)への職員の配置
指定避難所の開設の要請にともない、開設する指定避難所
へ滝川市職員を配置する。

60 ● ● ▲ ● ▲

4-53 指定避難所(外水)の開設 ● ● ▲

4-54 【情】指定避難所(外水)の開設の報告 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △

4-55 【情】指定避難所(外水)の開設の周知
エリアメール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツ
イッター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車によ
る周知を行う。

60 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ △

4-56 避難所内への物資運搬
指定避難所の開設の要請にともない、開設する指定避難所
へ必要な物資を運搬する。

120 ▲ ● ●

4-57 避難準備・高齢者等避難開始(外水)発令の方針検討 ● ▲ ▲

4-58 避難準備・高齢者等避難開始(外水)発令の決定 ● ▲ ▲

4-59 【情】<警戒レベル3>避難準備・高齢者等避難開始(外水)
の発表

災害対策本部の判断から、避難準備・高齢者等避難開始の
発表の旨を関係機関へ電話にて周知する。住民にはエリア
メール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツイッ
ター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車にて周知
する。

5 ◎ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △

4-60 【情】避難情報の周知
避難準備・高齢者等避難開始の発表をうけ、HP等により周
知を行う。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

4-61 ＦＭなかそらちに避難広報を要請
避難準備・高齢者等避難開始の発表をうけ、その広報を依
頼する。

5 ● ▲ ▲

4-62 報道機関への避難情報の提供
避難準備・高齢者等避難開始の発表をうけ、報道機関へ情
報提供を行う。

15 ●

4-63 住民組織へ広報活動の要請
避難準備・高齢者等避難開始の発表をうけ、その広報活動
を要請する。

● ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

4-64 要配慮者への避難情報の連絡
避難準備・高齢者等避難開始の発表をうけ、滝川市から町
内会長へ連絡し、町内会長は各班長へ連絡する。

▲ ● ● ○ ● ▲

4-65 要配慮者家族への連絡
滝川市からの連絡をうけ、要配慮者の家族へ避難開始と避
難所について連絡を行う。

● ● ●

4-66 要配慮者の支援者への連絡
要配慮者の家族が不在の場合、避難支援者へ避難開始と避
難所について連絡を行う。

● ● ● ● ●

4-67 要配慮者関連施設への連絡 入院・医療機関へ避難の適否について連絡する。 180 ● ● ●

4-68 支援者の調整
福祉課と民生委員と連絡を取り合い、避難支援者の調整を
行う。

30 ● ▲ ● ● ● ● ●

4-69 避難車両の調整
福祉課と民生委員と連絡を取り合い、避難支援状況（自家
用車・避難者数など）を踏まえ、避難車両の調整を行う。

30 ▲ ● ▲ ● ● ● ▲

4-70 要配慮者の避難支援の実施 180 ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ● ▲

4-71 入院患者の避難 60 ● ● ●

4-72 避難所での避難者の確認
要援護者の名簿と避難所の避難者を照らし合わせ、避難が
完了したか確認する。

120 ▲ ● ● ▲ ● ● ▲ ▲

4-73 安否の確認 120 ▲ ● ● ▲ ▲ ▲

自主的な避難の実施
4-74 住民の自主的な避難(外水)の実施

住民が今後の降雨の見通し等を踏まえ判断し、自主的に避
難を行う。

▲ △ ▲ ● ● ● ●

4-75 避難所での避難者の確認 避難所で避難者名簿をもとに避難状況を確認する。 120 ▲ ● ● ▲

4-76 安否の確認 300 ▲ ● ● ▲ ▲ ▲

4-77 避難状況の報告 60 ● ○ ●

住民に対する避難情報の発令

要配慮者・住民の避難支援の実施

-12H～
-6H

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）

タイムライン
防災対応ステー
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時間の
目安

主な対応 行動項目 No
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

■情報発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

■26 気象情報・気象予警報の発信・受信

雨量情報、気象予警報の情報収集を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報収集
（PULL型）、内部・関連機関・住民への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■27 河川水位情報の発信・受信(<警戒レベル4相当>氾濫危険情
報を含む)

３時間後予測の水位、上流水位観測所の実況水位を確認
し、石狩川・空知川の水位、ダム流量について情報収集を
行う。
「氾濫危険情報」はエリアメールにより発表する。
●：川の防災情報から情報受信（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：川の防災情報による情報発信、エリアメール送信（氾
濫危険情報）

● ● ● ▲ ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

■判断 関係機関への助言依頼
■28 ホットラインの実施 ホットラインにより河川水位の情報提供をうける。 5 ● ● ● ▲ ● ● ● ▲

■29 関係機関への助言依頼
札幌管区気象台及び河川管理者へ今後の見込み等、助言依
頼を行う。

● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

タイムライン立ち上げ・移行の判断
■30 タイムラインステージ5移行の適否判断 随時 ● ● ●

今後の方針決定
■31 ステージ5以降の対応方針の検討 ● ● ●

■周知 ステージ移行・方針の周知
■32 【情】関係機関へタイムラインステージ5移行・方針の周

知
メールによる周知を行う。 10 ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

情報発信・受信 気象・河川情報の発信・受信

5-1 気象情報・気象予警報情報の収集(または確認)

雨量情報、気象予警報の情報収集を行う。
●：気象庁HP、防災情報提供システム等から情報収集
（PULL型）、内部・関連機関・住民への情報伝達
▲：気象庁HP、防災情報提供システム等による情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5-2 河川水位情報の収集(または確認)

３時間後予測の水位、上流水位観測所の実況水位を確認
し、石狩川・空知川・熊穴川の水位、ダム流量について情
報収集を行う。
●：川の防災情報から情報収集（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：【石狩川・空知川】川の防災情報による情報発信
　　【熊穴川】道区間は川の防災情報、市区間は農務班よ
り直接配信

30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5-3 排水機場の運転状況の発信・受信

排水機場における水位について情報の発信・受信を行う。
●：市町村向け川の防災情報から情報受信（PULL型）、内
部・関連機関への情報伝達
▲：市町村向け川の防災情報による情報発信

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ●

5-4 パトロール情報の発信・受信

パトロールによる現地状況の報告・収集を行う。
パトロール結果は、災害対策本部に集約する。情報が必要
な期間は、災害対策本部への問い合わせにより情報を収集
する。
●：災害対策本部への問い合わせにより情報受信（PULL
型）、内部・関連機関への情報伝達
▲：河川管理者によるパトロール実施・報告、住民通報に
よる確認・報告（警察署）、災害対策本部による結果集約

5 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ●

5-5 通報情報の発信・受信
住民等からの通報による、道路冠水状況や被害情報、支
援・救助要請等の情報を発信・受信する。

60 ▲ ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ●

社会インフラ情報の発信・受信
5-6 道路交通情報の発信・受信

国道、道道、市道の交通状況について情報の発信・受信を
行う。

30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ● ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ●

5-7 交通機関の運行状況の発信・受信 30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ●

5-8 停電情報の発信・受信 30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ●

5-9 下水道の雨水幹線状況の発信・受信

下水道の雨水幹線状況について情報の発信・受信を行う。
▲：滝川市 土木班から企画班へ情報発信、滝川市企画班
がHPに情報掲載、内部機関に情報発信
●：滝川市内部機関は企画班より情報受信、
　　滝川市外部機関は滝川市HPより情報受信（PULL型）、
　　内部・関連機関への情報伝達

30 ▲ ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

防災体制の移行 災害対策本部の設置の準備・実施
5-10 災害対策本部の移設

駐車場の冠水状況から、災害対策本部を滝川市スポーツセ
ンターに移設する。

360 ● ● ▲ ▲ ▲ ●

5-11 【情】災害対策本部移設の周知 メールによる周知を行う。 ◎ △ △ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

5-12 事務所の移設の検討及び実施 120 ● ● ●

5-13 通信確保の要請 120 ● ▲

関係機関の防災体制構築
5-14 防災体制の移行

はん濫危険水位の到達にともない、開発局は非常体制への
移行を検討・実施する。

30 ● ● ● ● ●

機関支援の実施 関係機関への応援要請の準備・実施
5-15 他機関への救助・救出の要請 120 ● ▲ ▲ ▲

水防活動・インフラ対
応の準備・実施

パトロールの準備・実施
5-16 パトロールによる現地状況の確認 河川や道路状況を把握するためパトロールを実施する。 120 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● ●

5-17 水防活動の実施 ● ▲ ▲ ▲ ▲

通信設備・機器の確認
5-18 通信の疎通状況を確認 随時 ●

5-19 通信設備被害状況を確認 随時 ●

5-20 災害用伝言ダイヤル171の運用開始の実施
避難勧告の発表とともに、通信の疎通状況・避難の状況を
踏まえて、運用を開始する。

30 ●

5-21 【情】災害用伝言ダイヤル171の運用の周知 HPにて運用開始の周知を行う。 5 ○ ◎ △ △ △ △

道路通行止めの準備・実施
5-22 【情】通行止め・迂回路の周知 30 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ◎ △ △ ◎ △ ◎ ○ △ △ △ △

5-23 【情】交通管理者間での情報共有 120 △ ◎ △ △ ◎ △ ○ ○

5-24 【情】関係者へのI-FAXによる周知
I-FAXにより、自治体、警察、消防、バス会社、物流業
者、コンビニ等へ道路の通行止め状況を周知する。

30 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ △ △ △ △

5-25 【情】HP、Twitterを利用した交通規制の通知 10 △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ ◎ △ △ ◎ ◎

5-26 【情】ハイウェイラジオによる情報提供 5 △ △ ◎

5-27 【情】一般車両への避難の周知 60 △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ ◎ ○ △

氾濫危険水位
の超過

■ステージ5への
移行判断

-6H～
0H

ステージ5の目標

避難完了

-6H～
0H

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）

タイムライン
防災対応ステー

ジ

時間の
目安

主な対応 行動項目 No

教育援護部 滝

川

地

区

広

域

消

防

事

務

組

合

行動細目 備考

所
要
時
間
（

分
）

滝川市 滝川広
域消防

札
幌
管
区
気
象
台

災
害
対
策
本
部

統括部 派遣部 施設部
民
生
委
員
児
童
委
員

日
本
赤
十
字
社

F
M
な
か
そ
ら
ち

N
T
T
東
日
本

J
R
北
海
道

N
E
X
C
O
東
日
本

札幌開発建設部 空知総合振興局

陸
上
自
衛
隊

滝
川
警
察
署

滝
川
医
師
会

道
路
事
務
所

地
域
創
生
部

札建管

防
災
課

滝
川
河
川

(

管
理
担
当
班

)

河
川
整
備
保
全
課

(

工
事
担
当
班

)

河
川
整
備
保
全
課

滝
川
建
設
協
会

自
主
防
災
組
織

町
内
会
長

町
内
会
班
長
・
役
員

個
人

北
海
道
中
央
バ
ス

空
知
中
央
バ
ス

空
知
土
地
改
良
区

広
域
水
道
企
業
団

北
海
道
電
力

滝
川
ガ
ス

【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

避難の実施

5-28 【情】<警戒レベル4>避難勧告(外水)の発表

災害対策本部の判断から、避難勧告の発表の旨を関係機関
へ電話にて周知する。住民にはエリアメール、エフエムな
かそらち、市公式HP、防災ツイッター、市公式Facebook、
テレビテロップ、広報車にて周知する。

5 ◎ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △

5-29 【情】<警戒レベル4>避難指示(外水)の発表

災害対策本部の判断から、避難指示の発表の旨を関係機関
へ電話にて周知する。住民にはエリアメール、エフエムな
かそらち、市公式HP、防災ツイッター、市公式Facebook、
テレビテロップ、広報車にて周知する。

5 ◎ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △

5-30 【情】避難情報の周知
避難勧告、避難指示の発表をうけ、HP等により周知を行
う。

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

5-31 ＦＭなかそらちに避難広報を要請 避難勧告、避難指示の発表をうけ、その広報を依頼する。 5 ● ▲ ▲

5-32 報道機関に避難情報を提供
避難勧告、避難指示の発表をうけ、報道機関へ情報提供を
行う。

●

5-33 住民組織に広報活動を要請
避難勧告、避難指示の発表をうけ、その広報活動を要請す
る。

10 ● ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

要配慮者・住民の避難支援の実施
5-34 住民の避難 30 ● ● ● ●

5-35 避難所での避難者の確認 避難所で避難者名簿をもとに避難状況を確認する。 30 ▲ ● ● ▲

5-36 安否の確認 300 ▲ ● ● ▲ ▲ ▲

5-37 避難状況の報告 60 ● ●

水防活動従事者の退避 パトロール員の退避
5-38 パトロール員への指示

滝川市が管理する現場対応従事者は本部による判断、又は
現場従事者による自己判断による。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5-39 パトロール員の退避 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5-40 パトロール員の退避状況の確認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ●

5-41 【情】パトロール員の退避状況の報告 △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ● ● ● ▲ ● ●

樋門・排水機場操作員の退避
5-42 樋門・排水機場操作員への指示

滝川市が管理する現場対応従事者は本部による判断、又は
現場従事者による自己判断による。

● ● ● ● ●

5-43 樋門・排水機場操作員の退避 ● ● ● ●

5-44 樋門・排水機場操作員の退避状況の確認 ● ● ● ▲ ●

5-45 【情】樋門・排水機場操作員の退避状況の報告 △ ◎ ◎ ● ▲ ●

5-46 作業員の安全確保 作業員は、ライフジャケットの着用等の安全確保を行う。 10 ● ● ● ● ● ● ● ▲

5-47 現場作業員への指示
工事、排水作業等へ想定浸水区域からの撤退を指示する。
滝川市が管理する現場対応従事者は本部による判断、又は
現場従事者による自己判断による。

60 ● ● ● ● ● ● ● ● ▲

5-48 現場作業員の退避 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲

5-49 現場作業員の退避状況の確認 ● ● ● ● ● ● ▲ ●

5-50 【情】現場作業員の退避状況の報告 △ ◎ ○ ○ ◎ ● ● ▲ ●

道路通行止担当者の退避
5-51 道路通行止担当者への指示

滝川市が管理する現場対応従事者は本部による判断、又は
現場従事者による自己判断による。

● ● ▲ ● ● ●

5-52 道路通行止担当者の退避 ● ▲ ● ● ● ●

5-53 道路通行止担当者の退避状況の確認 ● ▲ ● ● ● ▲ ●

5-54 【情】道路通行止担当者への退避状況の報告 △ ◎ △ ◎ ○ ● ▲ ●

避難対応従事者の退避
5-55 避難誘導員・支援者への指示

滝川市が管理する現場対応従事者は本部による判断、又は
現場従事者による自己判断による。

● ▲ ▲ ● ▲ ●

5-56 避難誘導員・支援者の退避 ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ●

5-57 避難誘導員・支援者の退避状況の確認 ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ●

5-58 【情】避難誘導員・支援者の退避状況の報告 △ △ △ ◎ △ ▲ ▲ ▲ ●

広報車巡回担当者の退避
5-59 広報車巡回担当者への指示

滝川市が管理する現場対応従事者は本部による判断、又は
現場従事者による自己判断による。

● ●

5-60 広報車巡回担当者の退避 ●

5-61 広報車巡回担当者の退避状況の確認 ●

5-62 【情】広報車巡回担当者の退避状況の報告 △ ◎

緊急対応の準備 事後対応の準備
5-63 空撮の準備指示 ● ●

5-64 洪水痕跡調査の指示 ● ● ●

ステージ5 -6H～
0H

住民に対する避難情報の発令

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）

タイムライン
防災対応ステー

ジ

時間の
目安

主な対応 行動項目 No
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所
要
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（

分
）
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台
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

堤防の決壊 0H

堤防の決壊 緊急対応

緊急対応の実施 堤防の決壊後の行動

A1 河川水位情報の発信・受信(<警戒レベル5相当>氾濫発生情
報を含む)

３時間後予測の水位、上流水位観測所の実況水位を確認
し、石狩川・空知川の水位、ダム流量について情報収集を
行う。
「氾濫発生情報」はエリアメールにより発表する。
●：川の防災情報から情報受信（PULL型）、内部・関連機
関への情報伝達
▲：川の防災情報による情報発信、エリアメール送信（氾
濫発生情報）

● ● ● ▲ ● ● ▲ ● ● ● ▲ ●

A2 自衛隊派遣の要請 5 ● ▲ ▲ ●

A3 自衛隊派遣要請の受理 ▲ ▲ ●

A4 自衛隊の派遣 災害派遣初動対処部隊の派遣の受け入れを行う。 180 ▲ ▲ ●

A5 【情】復旧活動を行う上での気象予測 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △

A6 【情】復旧対策用ポイント予報配信（1日3回） ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △

A7 防災ヘリ向けに風の予報支援 ● ● ● ● ▲

A8 破堤報告 60 ● ● ● ▲

A9 報道機関へ情報の提供
被害状況・避難者数および箇所・応急対策の状況等を報道
機関へ情報提供を行う。

180 ● ● ● ●

A10 【情】被害状況・今後の見込みの周知 被害状況、今後の復旧状況、帰宅見込み等を周知する。 60 ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ◎ △ △ △ △ △ △

A11 破堤状況調査の実施 CCTV、ヘリ、対岸からのドローン調査等を実施する。 120 ● ● ● ●

A12 災害派遣部隊の派遣 240 ● ● ●

A13 取り残された人の救助活動の実施 ● ● ● ● ▲

A14 【情】人的・物的被害状況の情報収集 30 ◎ ○ △ ○ ○ △ △

A15 工法協議の開始 破堤幅の概略把握後に、工法協議を実施する。 180 ● ● ●

A16 堤防の応急復旧の検討・資材の確認 180 ● ● ●

A17 【情】支援物資等の過不足の確認 60 ◎ △ ○ ○ △

A18 【情】孤立集落発生の有無を確認 20 ◎ △ ○ ○ △

A19 避難所及びその運営状況の確認 30 ● ● ▲ ▲

A20 ポンプ車の配置・増車計画の検討 60 ● ● ● ●

A21 堤防応急復旧の開始の検討 ●

A22 本部会議の開催 滝川市で朝・夕に本部会議を実施する。 60 ● ●

A23 報道対応の実施 30 ● ●

A24 堤防の被害状況の調査の実施 30 ● ● ●

A25 パトロールによる現地状況の確認 60 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ▲ ▲ ● ●

A26 堤防の応急復旧の開始 180 ● ● ●

A27 災害復旧の申請 240 ● ● ● ● ●

A28 TEC-FORCEの派遣の要請 30 ● ▲ ▲ ▲ ▲

A29 TEC-FORCEの派遣 30 ● ● ●

A30 復旧対応の開始の判断 ●

A31 樋門開扉の指示 水位の状況に応じて、樋門開扉を指示する。 60 ▲ ▲ ● ● ● ▲ ●

A32 【情】気象支援資料の提供 △ ◎ ○ ○ ○ △ △ △ △

A33 パトロールによる現地状況の確認 パトロールにより被害状況を確認する。 随時 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ▲ ▲ ● ▲ ● ●

A34 ポンプ排水の開始 随時 ● ● ●

A35 排水完了の見通しの検討 60 ● ● ● ●

はん濫注意水位を
下回る

はん濫注意水位を下回ったときの行動
A36 浸水被害状況の調査の実施 30 ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ▲ ▲ ● ▲

A37 浸水被害対策の検討 30 ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ●

A38 浸水被害の復旧工事の準備 240 ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ●

A39 道路開通の見込みの発表 随時 ▲ ● ▲ ● ▲ ●

水防団待機水
位を下回る

水防団待機水位を下回ったときの行動

避難判断水位
を下回る

避難判断水位を下回ったときの行動

［堤防の決壊
の進行終了］

退避解除から
4時間後

+24H～
+48H

退避解除から4時間後の行動

［外水氾濫によ
る浸水域が最
大、有明町、中
島町で浸水深が
3mを超過］

はん濫危険水
位を下回る

+18H～
+24H

はん濫危険水位を下回ったときの行動

0H ～
+18H

［　］内は、
被災状況を示
す

［外水氾濫に
よる浸水域の
拡大］

［市役所の浸
水深が0.5ｍを
超過］

※無断転載・複製を禁ず
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　■：意思決定に関する項目
【情】：情報に関する項目

・黒文字：現行計画等に記載のある防災行動
・赤文字：引き続き検討が必要となる防災行動
・ハッチング：警戒レベルに対応する防災行動

【情報に関する項目】◎：情報等の発信元となる主体
　　　　　　　　　　○：情報等を受信し、伝達する主体
　　　　　　　　　　△：情報を受け取る主体

【行動に関する項目】●：行動の中心になる主体
　　　　　　　　　　▲：行動の補助、支援する主体

運用基準の
情報

（気象・水象
状況）
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【前回の検討会からの修正箇所】

■：８月の検討会での修正箇所

■：検討会後の事務局打合せでの修正箇所

応急・復旧対応
応急・復旧対応の実施 浸水域の縮小にともなう行動

A40 堤防の荒締切の実施 以降2日間で完了することを目安とする。 48H ● ● ●

A41 堤防の応急復旧の実施 以降14日間で完了することを目安とする。 14D ● ● ●

A42 浸水被害の復旧工事の実施 14D ● ● ▲ ▲ ●

A43 災害査定の報告
※国・道・市によって、災害査定の報告を行うタイミング
が異なるので、確認が必要。

240 ● ● ● ● ▲ ▲ ●

A44 道路（市道）・河川・水路（市管理）の応急復旧の実施 240 ● ● ● ▲

A45 パトロールによる現地状況の確認 パトロールにより被害状況を確認する。 120 ▲ ● ● ● ● ● ▲ ● ▲ ▲ ● ▲ ● ●

A46 通行止めの解除 パトロールにより異常がなければ、通行止めを解除する。 60 ● ▲ ● ▲ ● ▲ ●

A47 【情】鉄道の運転再開 点検を実施し、異常がなければ運転再開を行う。 ◎

A48 災害協定業者への待機の指示 30 ● ▲ ● ● ● ▲ ● ●

A49 復旧作業の実施 30 ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲

A50 水道応急給水対応の実施 住民からの要求により、給水対応を実施する。 ● ▲

A51 ガスの供給状況の周知 ● ▲

A52 配水管漏水対応の実施 60 ● ▲

排水作業の完了後の行動
A53 ポンプ排水の終了 60 ● ● ● ●

A54 【情】避難勧告・避難指示の解除

災害対策本部の判断から、避難勧告・避難指示の解除の旨
を関係機関へ電話にて周知する。住民にはエリアメール、
エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツイッター、市公式
Facebook、テレビテロップ、広報車にて周知する。

5 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

A55 災害対策本部の廃止 5 ●

A56 【情】災害対策本部の廃止の周知 メールによる周知を行う。 20 ◎ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

A57 リエゾンの撤収 30 ● ● ● ● ●

A58 【情】避難所の閉鎖の周知
エリアメール、エフエムなかそらち、市公式HP、防災ツ
イッター、市公式Facebook、テレビテロップ、広報車によ
る周知を行う。

30 △ ○ ○ ◎ ◎ △ △ △

A59 災害廃棄物の集積場所の検討 20 ●

堤防の緊急復旧完了 +15日
堤防の緊急復旧完了後の行動

A60 札建本部の廃止
堤防の緊急復旧完了にともない、札建本部を廃止する。
札建防災課から報道機関へ投げ込みを行う。

30 ● ● ● ●

【表記名：正式名】滝川河川：滝川河川事務所、札建管：札幌建設管理部、陸上自衛隊：陸上自衛隊 第１０普通科連隊、滝川警察署：滝川警察署 警備課、滝川地区広域消防：滝川地区広域消防事務組合、滝川医師会：一般社団法人 滝川医師会、民生委員児童委員：民生委員児童委員連合協議会、日本赤
十字社：社会福祉法人 滝川市福祉協議会 日本赤十字社北海道支部滝川市地区、FMなかそらち：株式会社エフエムなかそらち、NTT東日本：東日本電信電話株式会社 北海道事業部、JR北海道：北海道旅客鉄道株式会社、NEXCO東日本：NEXCO東日本 北海道支社、北海道中央バス：北海道中央バス株式会社 空
知統轄事務所、空知中央バス：空知中央バス株式会社、空知土地改良区：水土里ネットそらち 空知土地改良区、広域水道企業団：中空知広域水道企業団 企業局工務課、北海道電力：北海道電力株式会社 滝川営業所 お客様センター、滝川ガス：滝川ガス株式会社

排水作業によ
る浸水域の
縮小

+48H～
+120H

排水作業の
完了

+120H～
+168H

※無断転載・複製を禁ず


